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テーマ  「海洋にプルトニウムの動きを追う」 





































































































約 4000 トン，これは税金の関係でこのような端数にしてあるそうです。車でも 2000cc と
いいますが，1900 いくつで 2000cc と言っているのと同じことです。それでずいぶん税金
が安くなるらしいのです。長さは大体 100 メートル，幅が一番広いところで約 16 メートル
です。これに乗り陸から離れてしまったら，この船の中の空間の中で生活と研究のすべて
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を行わなければいけません。乗組員が現在は 30 人くらいですが，昔は 50 人くらいいまし
た。こんなところにまで定削がきています。研究者が 30 人くらい乗りますから，全員で
60 人くらい乗ることになります。主に太平洋が研究の中心です。 







 先ほども少し触れましたが，プルトニウムが我々の地球の上に現れたのが 1945 年です。
これは長崎原爆というかたちで我々の目の前に現れたことになります。それまではほんの
微量が自然環境にもあることはわかっていましたが，大量に我々の目の前に現れたのは

































 先程の写真の船（白鳳丸）は大体 12 ノットで走りますから，時速に直すと約 22 キロ，
ちょうど自転車で走るくらいのゆっくりしたスピードです。しかし，24 時間ひた走りしま








































































































































 これは伊豆・小笠原海溝の例です。これが 1984 年の深度分布で，表面から数百メートル
に非常に高い濃度のところがあって，さらに深いところでは低濃度になっていきます。そ





























































かりました。これは 1964 年，私が大学に入った次の年に，半減期が約 88 年のプルトニウ



















































約 0.8 億年です。太陽系（地球）の年齢は大体 46 億年ですから，プルトニウム-244 が地
球上に見つかるということは，地球誕生時に地球に取り込まれたプルトニウム-244 がその
























 以上，この 20 年間やってきたことをザッとお話しさせていただきました。非常に雑ぱく
で，何を話しているのか分かりにくかったかもしれませんが，質問をしていただいてお答
えすることにして，ここで一応終わりにさせていただきたいと思います。ありがとうござ
いました。 
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